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腐植土。草根混在。表土 黒褐

礫混り火山灰質砂が挟在。最下部は腐植
土。

火山灰質
シルト質
砂

暗褐
灰

逆級化。火山礫混在。(Km-1f)軽石 灰褐
～褐

上部は葉理の発達した再堆積性の火山灰質
砂。中部は火山灰?を挟在する腐植土。下部
は軽石(主にMa-i由来)を混在する再堆積性
の火山灰質シルト。

火山灰質
シルト質
砂

褐

灰

角～亜角で径の大きな軽石(最大径50mm)が
目立つ。(Ma-i)

軽石 橙灰
～灰
褐 葉理発達。細粒ガラス質。(Ma-j)火山灰 灰

2.59～2.67m:Ma-kが挟在する腐植土。
火山灰質
砂質シル
ト

灰

褐

径5～30mm主体で、角～亜角礫（径2
～10mm)が散在。
最下部は逆級化。(Ma-l)

軽

石

橙褐
～黄
褐灰

塊状、ローム質。
火山灰砂
質シルト

灰褐
～褐
灰

塊状、不淘汰。軽石(径5～30mm)･角礫
(径2～10mm)が散在する。フロー縁辺
の非溶結部と考えられる。(Kpfl-Ⅳ)

軽石混
り火山
灰

明褐
灰～
暗褐
灰

軽石が散在する中砂～粗砂。石英主体
の結晶質で比較的淘汰良い。

6.36m付近:火山灰挟在。6.77～6.85m:
火山灰質シルト挟在、10°傾斜。

砂
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灰～
褐灰

やや有機質で炭質物混入。炭質葉理発
達(10°傾斜)

火山灰
質シル
ト

明橙
灰～
暗褐

塊状。亜円～円礫(径2～20mm)が散在
する。所々シルト質砂礫薄層が挟在。
上部はやや有機質で炭質物が混在す
る。

礫混り
火山灰
質シル
ト

暗褐
灰

塊状。粘土化進む。風化礫(安山岩？)
の亜角～亜円礫(径2～20mm)が散在。(
幾品層)
8.50～8.70m:凝灰岩が挟在。

軽石凝
灰岩

明褐
灰

火山豆石が混在する。下位との境界は
30°で傾斜。

凝灰岩 明褐
灰

おおむね塊状。風化礫(安山岩?)の亜
角～亜円礫(径2～20mm)が散在する。
10.90m:葉理発達し30°で傾斜。

軽石凝
灰岩

黄褐
灰～
明褐
灰

葉理発達し中砂～砂質シルト粒径に正
級化。葉理20°で傾斜。

凝灰質
砂岩

暗褐
灰

おおむね塊状。固結度低い。
12.7～12.85m火山礫凝灰岩をブロック
状に挟在。

凝灰岩 明褐
灰

葉理発達し正級化。未固結。火山灰質
砂はシルト質砂粒径。葉理15～20°
で傾斜。
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ト・火
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明
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灰

亜角～円礫(径10～50mm)主体。礫
種は暗灰～紫灰色安山岩、緑灰～
明褐灰色凝灰岩。17.0m以深は切
長5～10cmの安山岩の玉石の混在
が目立つ。基質は火山灰質なシル
ト質砂。
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葉理が弱く発達。
19.9～20.45m：火山灰質砂挟在。
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